
【５】 都城地区小学校体育連盟 （学校数 42校、児童数 12,380人） 

 

 Ⅰ 年間事業について 

期 日 曜 会名 等 主な内容 会 場 

 ５月１４日 月 教科主任会 
役員改選、研究推進、教職員ミ
ニバレーボール大会検討 

中霧島小学校 

 ５月２２日 火 第１回常任理事会 
研究推進、教職員ミニバレーボ
ール大会検討、水泳教室計画 

早水公園体育文化センター 

 ５月２９日 火 第１回理事会 
研究推進、水泳教室計画、指導
案検討 

早水公園体育文化センター 

 ６月１２日 火 第２回常任理事会 
指導案検討、水泳教室計画、陸
上運動教室計画 

早水公園体育文化センター 

６月３０日 土 教職員ミニバレーボール大会 早水公園体育文化センター 

７月１３日 金 小中高合同教育研究会 ドミニコ学園高等学校 

 ７月２４日 火 
第６７回都城市水泳教室 前日準備 各 会 場 

三股町小学校水泳記録会 前日準備 三股西小学校 

 ７月２５日 火 
第６７回都城市水泳教室 各 会 場 

三股町小学校水泳記録会 三股西小学校 

 ８月 ６日 月 第２回理事会 

実技講習、水泳教室反省、研究
推進、指導案検討、陸上運動教
室計画 

高城運動公園総合体育館 

 ８月２２日 水 第３回常任理事会 指導案検討、陸上運動教室計画 早水公園体育分科センター 

１０月１１日 木 三股町小学校陸上記録会 前日準備 三股小学校 

１０月１２日 金 三股町小学校陸上記録会 三股小学校 

１０月１７日 水 第３回理事会 
指導案検討、陸上運動教室名
簿・諸準備確認 

早水公園体育文化センター 

１０月２２日 月 第６９回都城市小学校陸上運動教室 前日準備 都城運動公園陸上競技場 

１０月２３日 火 第６９回都城市小学校陸上運動教室 都城運動公園陸上競技場 

１１月 ６日 火 体育専科授業公開 
西小学校 

授業者 教諭 瀬戸山剛介 

１１月１３日 火 第４回理事会 指導案検討 早水公園体育文化センター 

１１月２８日 水 
都城市・三股町地区
合同教育研究会 

授業研究会 

（研究授業・授業研究会） 

東小学校 

授業者 教諭 長友章太朗 

 ２月１９日 火 第４回常任理事会 年間反省、次年度の方向性 早水公園体育文化センター 

 ３月 ５日 火 第５回理事会 年間反省、次年度の方向性 早水公園体育文化センター 

 

Ⅱ 事業部のあゆみ 

 １ 水泳教室 

  (1) 大 会 名  第６７回都城市小学校水泳教室／三股町小学校水泳記録会 

  (2) 実 施 日  ７月２５日 

  (3) 会    場  都城市内１０会場／三股西小学校 

  (4) 出 場 者  小学５・６年生 

  (5) 実施種目  ２５ｍ（自由形・平泳ぎ）５０ｍ（自由形・平泳ぎ）、１００ｍリレー 

 ２ 陸上教室 

  (1) 大 会 名  第６９回都城市小学校陸上運動教室／三股町小学校陸上記録会 

  (2) 実 施 日  １０月２３日（都城市）／１０月１２日（三股町） 

  (3) 会    場  都城運動公園陸上競技場／三股小学校 

  (4) 出 場 者  小学６年生 

  (5) 実施種目  １００ｍ走 ２００ｍ走 ５０ｍH 持久走（男子１０００ｍ 女子８００ｍ） 

          走り高跳び 走り幅跳び ソフトボール投げ ４００ｍリレー 

※ 水泳教室及び陸上運動教室ともに、都城地区小学校体育連盟による競技規則を適用する。 

※ 参加児童の親睦を図るために、陸上運動教室において、ジェンカを実施した。また、教室

という趣旨に基づき、水泳教室では模範泳を、陸上運動教室では模範競技をそれぞれ取り入れ

た。 



Ⅲ 研究部のあゆみ 

 １ 研究主題及び副題 

   進んで運動に親しみ、楽しさを味わう体育科学習の在り方 

   ～体つくり運動の学習を中心に～ 

 

 ２ 主題設定の理由 

   新学習指導要領での改訂のポイントは、心と体を一体として捉え、生涯にわたる心身の健康の保

持増進と豊かなスポーツライフの実現を重視することや、体験的な活動を重視し、「する、みる、

支える、知る」のスポーツとの多様な関わり方を取り入れることが主に挙げられる。中でも、運動

や健康についての自他の課題を発見し、その解決に向けて思考・判断し、それを他者に伝える力を

養うことが重要であることが取り上げられている。 

   特に「運動に親しむ資質や能力」については、運動への関心や自ら運動をする意欲、仲間と仲よ 

  く運動をすること、各種の運動の楽しさや喜びを味わえるよう自ら考えたり、工夫したりする能力、 

  運動の技能などを指していて、これらの基礎を確実に育成することが重要となる。これらの資質や 

  能力を育成するためには、児童の能力、適性、興味・関心などに応じて、運動の楽しさや喜びを味 

  わい、自ら考えたり、工夫したりしながら運動の課題を解決する等の学習が重要である。 

   都城地区では、本地区の教員に対してアンケートを行ったところ、「体つくり運動」の指導の在

り方について研究をしていきたいという意見が多かった。そこで、本年度から「体つくり運動」の

学習を中心に、進んで学習に取り組み、楽しさを味わう体育科学習の在り方について研究を進めて

きた。 

   研究１年目である本年度は、新学習指導要領の改訂のポイントを見直したり、方向性を検討した

りする研究を行う。その中で、指導案検討を中心に行い、単元構成や１単位時間の流れを研究する

ことを進めていきたい。それらを通して、自らの伸びを実感できる手立てや、個々に応じた課題解

決の場を設定することができるのではないかと考える。本年度の研究を通して成果や課題を見付け、

次年度以降の方向性を明確にすることができるであろう。 

また、運動の日常化を図るために、小体連便りを発行し、体育科学習だけでなく、昼休みや日常

生活にも取り組めるような運動を紹介していきたい。 

   以上のことから、授業の中で課題解決の方法を児童が主体的に考え，自らの伸びを実感すること

で、子ども達が成就感や達成感を味わい、運動の楽しさや魅力を感じることができると考え，本主

題を設定した。 

 

 ３ 研究仮説 

   体つくり運動を通して、運動することの楽しさや心地よさを味わい、自らの伸びを実感できるよ

う、学習指導過程を工夫し、個々に応じた課題解決の場を設定すれば、児童は、運動に進んで取り

組み、楽しさを味わうことができるであろう。 

 

 ４ 研究の内容 

  (1) 児童が進んで運動に親しみ、楽しさを味わう体育科学習の在り方 

   ○ 体の動きを高める運動の指導方法について 

○ 単元計画の工夫 

○ １単位時間の指導の在り方 

  (2) 運動の日常化や指導方法の工夫につながる情報発信の在り方 

   ○ 小体連だより「なかま」の作成・発行 

 

５ 研究の実際 

(1) 児童が進んで運動に親しみ、楽しさを味わう体育科学習の在り方  

① 体の動きを高める運動の指導方法について 

児童が自分の体の動きを高めるために、「体の柔らかさ」「巧みさ」「力強さ」「動きの持続」
の４つの体力構成によって１時間ごとに、学習の流れを構成した。その際、「基になる動き」
を設定することで、自分の動きを高めるための「条件の変化」を行いやすくした。ここでいう



「条件の変化」とは、回数、姿勢、用具、高さ、方向、距離のことである。「基になる動き」
のポイントを押さえながら全体で確認し、その動きに対して自分で考えた「条件の工夫」を行
うことで、体の動きが高まっていくのではないかと考えた。その際、主体的に児童が考え、活
動できるように、以下のような学習カード【図１】を作成した。このカードを作成したことで、
児童はスムーズに思考し、運動量を確保することにも結びついた。 
 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 1：１時間の学習カード】 

ア 基になる動きの考え方について    

      基になる動きの考え方としては、いくつかの条件を考えた。１つ目は、誰でもできる動き

であること。２つ目は、基本的に１つの動きであること。（いくつかの動きが組み合わさら

ないようにする）この２つの条件を基に、新学習指導要領に示されている例示から考えるよ

うにした。 

    イ 条件の変化について 

      条件の変化とは「基になる動き」を基本に、回数、姿勢、用具、高さ、方向、距離を変化

させることである。しかし、「基になる動き」によっては、変化させる条件が限られてくる

ものもある。多くの道具を準備することで、主体的に条件を変化させることができることに

結びついていた。 

② オリエンテーションの工夫 

   体の動きを高める必要性を認識し、目的をもって学習を進めることができるよう、オリエン

テーションを大切に扱う単元計画を立てた。学習の初めのオリエンテーションを基軸として、

体力を必要とする場面を想定させ、児童の身近な事例を取り上げ、体力を高めるためにはどの

ような運動を行うとよいかという点について考えさせながら、体力の必要性を認識できるよう

にした。その過程で、自己の体力について知るために、体力テストの結果を基に、宮崎県との

平均値を比較させたり、体力要素のバランスを分析したりすることにより、自己の体力を客観

的に見つめ、体力を高めたいという意欲や必要感をもたせるように進めた。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図２：単元計画】            【図３：オリエンテーション資料】 

 

③ 体の動きの高まりを実感するための１単位時間の指導の在り方 

     体の動きの高まりを自己満足で感じるのではなく、根拠を基に高まりを実感するための１単

位時間の流れを検討した。本年度は、「基になる動き」→「条件を変化させた動き」→「基に

なる動き」というような流れの授業を考えた。再度、基になる動きに戻すことで、体の動きの

高まりを実感しながら活動に取り組めるように計画した。 

 

(2) 運動の日常化や指導方法の工夫につながる情報発信の在り方 

  ○ 小体連だより「なかま」の作成・発行 

    水泳大会・陸上教室の結果報告や、昼休みや放課後、家庭でも取り組めるような運動を紹介 

   した。 

 

６ 研究の成果と課題 

(1) 成果 

 ○ ワークシートやオリエンテーションの工夫を行うことで、主体的に活動し、運動を楽しんで行

う児童の姿を実現できた。 

  ○ 単元計画や１単位時間の流れを検討していく中で、動きの高まりを実感できる手立てを考える

ことができた。 

 

(2) 課題 

  ● 「基になる動き」の内容をもっと検討し、定義付けを更に行っていく必要がある。 

  ● 今年度は、高学年を中心に研究を進めてきたが、低・中学年の系統性も含めて研究を進めてい

く必要がある。 

 

Ⅳ まとめ 

  今年度も、各体育主任の協力もあり、研究・事業ともに進めることができた。特に、熱中症のこと

が挙げられ、水泳教室に関しては次年度に向けた検討が必要である。また、研究に関しては、体つく

り運動の研究が１年目ということで、今年度の課題を次年度に生かせるように検討を進めていきたい。 

 

 


